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ニ塚山五本谷遺跡（県史跡） 

佐賀県東部中核工業団地がつく

られたときにおこなわれた調査で、 

弥生時代のカメ棺墓の中から銅鏡 
ふくそうひん 

6面をはじめ貴重な副葬品が出土し

ました。墓地の中央部は緑地公園と

して残されています。 

ノ、藤遺跡 

あそ 

今から9万年前、阿蘇山の噴火 
かさいりゆう 

によって大火砕流がおこり、九州の 
やとう 

約3分の2を埋めつくしました。八藤

遺跡では、この火砕流でなぎ倒され

た直径1.5m、長さ20mをこえる巨木

のほか多くの倒木群や火砕流の地

層がみつかりました。 

ちんぜいぎん 

鎮西山（標高20 2m）は、平安時 
ちんぜいはちろうためとも 

代末期に活躍した鎮西八郎為朝 

（源為朝）の伝説が残る地で、中世

の山城があったことがわかっていま 
ふもと やかたばる 	 やかた 

す。また麓の屋形原は為朝の館が

あったといわれています。 

鎮西山周辺の古墳群 

ちんぜいざん さんろく 	こふん 

鎮西山の山麓には古墳がつくら 
しょうえん 

れていた時代の終わりごろの小円 
ふん 

墳が数多く残っています。登山道を

歩いていくと所々に横穴の古墳を

見ることができます。 

j拾石遣跡（県史跡） 

ふないし 

船石天神社境内には「船石」、 
かめいし はなぢいし 

「亀石」、「鼻血石」とよばれる巨石

があります。調査の結果、船石と亀 
しせきぼ 

石は弥生時代の支石墓、鼻血石は 
こふん 

古墳の天井石とわかりました。 

ー古イミの道 

きりどおし 

国道34号線の切通付近は古代 
かんどう 	えど 	 ながさきか、、 

には官道が、江戸時代には長崎街 
どう 

道が通っていました。切通という地 
きゆうりよう 

名はこの街道を通すときに丘陵を

切ったことに由来するものと考えら

れています。 
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堤土塁跡歴史公園まで 

■JR吉野ケ里公園駅より車で約7分 

UJA中原駅より車で約7分 

■国道34号線切通交差点より車で約3分 

■長崎自動車道 東脊振インターより車で約5分 
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東側の土塁 

どる、、 

この土塁が造られた時期は7-8世

紀と考えられており、目的は当時の農 
たくわ かんがl、 

業用水を蓄える潅慨施設説、大宰府 
ぼうえし、 

などの防衛施設説、また土塁の東側

から幅6mの道路跡が見つかったこと

から古代の道路ではないかという説な

どがあり、結論がでていません。いずれ

にせよ古代において、これだけの大規

模な土塁が築かれたことは、土木技術

の高さを知る上でも、また佐賀東部の

歴史を考える上でも重要な遺跡です。 

■土塁の築造工法 
きゆうりょう 

堤土塁は自然の丘陵を巧みに整形し、その上に粘土、砂まじり

の土、黒い土を交互に積み上げ、たたき締めてつくられています。 
きばん 

この工法をつかうと強固な基盤をつくることができます。 
はんちく 

これは古代の版築という工法に似たもので、当時においては高

度な技術といえます。 

■版築標本展示所 ■版築部分 

士是土．塁跡： 

堤土塁跡は上峰町北部に位置し、脊振山地の南側にの 
ふたつかやまきゆうりょう やとう 	 あいだ 

びる二塚山丘陵と八藤丘陵との間で谷を東西にさえぎる形で 
きりどおしがわ 

築かれています。現在は中央を切通川が流れ、東西に分かれ

たかたちで残っています。 

東側の土塁は長さ約11 Om、幅約20m、高さ約2m、西側の

土塁は長さ約11 Om、幅約40m、高さ約5mで東西を合わせると

長さ約300mにおよびます。 
はん 

土塁は自然の地形を利用してその上につくられており、版 
ちく 

築工法に似た土木技術がもちいられています。 
の こ 

東側の土塁の東端には「野越し」とよばれる幅約6m、深さ 
みずおと 

約2mほどの切り通しがあり、「水落し」の施設ではないかと考

えられています。 

■堤土塁と周辺の旧地形図 
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